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研究成果の概要： 

めまい・頭痛・腹痛・朝起き不良等の“不定愁訴”の症状を示す「体位性頻脈症候群」、「起立

性調節障害」と「髄液漏出症」を鑑別するマーカーとして、BrXを検証し、迅速測定法の開発を

行う。迅速測定法でBrXを定量した結果、髄液漏出症では 体位性頻脈症候群・起立性調節障害

群に比べ高値を示した。 
 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
髄液漏出症は、髄液の漏出量と漏出部位の評価のために、髄液中に放射線アイソトープを投与
する RI脳槽シンチグラフィーが行われる。しかし、学童への RI投与は好ましくなく、学童の
体位性頻脈症候群・起立性調節障害と髄液漏出症を鑑別するための新たな診断マーカーが求め
られている。体位性頻脈症候群・起立性調節障害と髄液漏出症はそれぞれ有効な治療方法が確
立していることから、早期診断が可能となれば疾患の重症化や不定愁訴の長期化を未然に防ぐ
ことが可能となる。 
 
 
研究分野：恒常性維持器官の外科学, 生体機能および感覚に関する外科学およびその関連分野 
 
キーワード：体位性頻脈症候群、起立性調節障害、髄液漏出症 
 
 
１．研究の目的 
不登校の生徒の約40%はめまい・頭痛・腹痛・朝起き不良等の“不定愁訴”の症状を示す。症

状とする原因疾患は様々であるが、「体位性頻脈症候群(POTS)」、「起立性調節障害(OD)」や「髄

液漏出症」が原因として注目されている。髄液漏出症はCT、MRIによる髄液漏出所見で診断され

るが、典型的な画像所見が得られないことも多く、学童の不定愁訴を鑑別する新たな診断マー

カーが求められている。申請者らはこれまでに髄液漏出症の診断マーカーとして、BrXを見出し

た。本研究ではBrXが髄液漏出症とPOTS・ODの鑑別に有効であるか否かを検証する。さらに迅速

測定法として新規ELISA法の構築を行う。 
 
(1) POTS患者と髄液漏出症患者の髄液中BrXをウェスタンブロット(WB)法で定量する。 
 
(2) BrX-ELISA法を構築し、検体の定量・解析を行う。 
 
 
２．研究成果 
WB 法と BrX-ELISA 法を用いて、髄液漏出症と POTS・OD の髄液中 BrX の定量を行った。BrX -ELISA
法は系の最適化を行い、特異性試験・希釈試験・再現性試験で評価した。新規 ELISA 法で BrX
を定量した結果、髄液漏出症では POTS・OD 群に比べ高値を示した。一方、WB法では、BrX レベ
ルは髄液漏出症で高い傾向が見られたが、有意差はなかった。この結果の違いは検出方法によ
ると考えられる。BrX の構造的特徴は糖鎖部分にある。ELISA 法では糖鎖プローブであるレクチ
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ンにより検出を行うが、WB 法ではタンパク質部分のみを検出する。従って、BrX-ELISA 法は髄
液漏出症と POTS・OD群の鑑別に有効な方法であることが示された。 
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